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 入学して早２ヵ月が過ぎようとしています。授業

に取り組む姿勢や雰囲気に少しずつ落ち着きか見え

てきました。新しい仲間にも慣れ、新たな人間関係

が築かれているように感じます。それぞれがお互い

を思いやり、学年目標である「強く 優しい」関係

を築いていってほしいと思います。 

 中間考査はありませんでしたが、６月２日（金）

に本校の取組である基礎学力向上コンテストの１回

目となる漢字コンテストがあります。このコンテス

トを通し、「やればできる」ことを学び、自信をつ

け、ぜひ１年間全て満点のグランドスラムを達成し

てほしいです。また、３年間通して全て満点の「３

年間グランドスラム」達成への良いスタートにして

ほしいと思っています。 

 

 

 

 
 
 

先日、離任式が行われ、昨年度お世話になった先生

方に感謝の気持ちを伝えることができました。中でも

昨年度同じ学年を担当してくださった先生とのお別

れは、感慨深く、涙を流す生徒も多く見られました。

それだけ、生徒に愛された先生が浅草中学校を去って

しまうのは、寂しいばかりです。離任式後の会では、

吉嶋先生を笑顔で送り出そうと、代表生徒が笑いあ

り、涙ありの思いを伝えていました。 

現在の取り組みとしては、まず直近に霧ヶ峰移動教

室、合唱コンクール、職場体験の準備をしています。

目的を理解し、有意義な学びにつながることを期待し

ています。 

３年生初めての定期考査が１９日に終了しました。

進路に向けた大切な最初のテスト、どの生徒もそれぞ

れの目標に向けて今まで以上に学習に励む姿が見ら

れました。良い結果が出ることを期待しています。 

 さて、早いもので５月２９日（月）から始まる修学

旅行まであと少しとなりました。先日、各クラスの学

級委員で構成される実行委員会で修学旅行に向けた

スローガンが考案されました。スローガンは“歴：古

都の歴史を味わう 文：伝統文化に触れ、知識を養う 

学：学びの中で、仲間と共に行動し、絆を深める”で

す。修学旅行は、お互いの友情を深めたり、仲間の新

たな良さを発見したりできる大切な機会となります。

ぜひ、体調管理に気を配り、良い準備をして最高の思

い出を作ってもらいたいと思います。 
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『飛翔』 

新年度が始まって２ヶ月が過ぎようとしています。進学、進級に伴

い、新しい学校、新しい学級など、新しい環境に慣れたでしょうか。

新しい環境に、まだまだ慣れず不安を抱えたままの人も少なからずい

るのではないでしょうか。 

でも、新しい環境では、誰もが「不安」になります。「不安」になる

のは当然のことです。自分よりよくできると思う友達を見て、自分が

ダメな人間に思えて仕方ない。打ちのめされたような気持ちになる。

けれど、それは自分だけではないのです。 

誰しもが同じように悩んでいる。それが現実です。一見、自信満々

に見える友達だって同じように不安なものです。悩んでいるものです。 

では、その「不安」な気持ちをどうすればいいのか。大切なのは、

一歩踏み出すこと。一歩前進することです。受け身にならず、一歩踏

み出す、一歩前進することで、不安はどんどん小さくなります。 

新しい環境は、新しい自分になるチャンスです！ 

６月の浅中しぐさ 
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５月１２日（金）に、離任式を実施

しました。昨年度末までお世話にな

った３名の先生方に来校していただ

きました。２・３年生の生徒が揃って

先生方を迎え、心温まる式となりま

した。先生方から学んだ多くの事や、

離任式の想いあふれる励ましの言葉

を胸に、これからも飛躍していきま

しょう。 

離任式 
 

校長室より 

渡邊 渉

 

ワクワクする学び 

新年度が始まり 2 ヶ月が過ぎました。学級内では、

生徒同士の関わりも増えてきています。引き続き、安

心できる居場所・輝ける場所として学級運営をしてい

きます。 

交流学級で共に学びを深める生徒、個別学習で学び

を深める生徒と、生徒の個々の学習課題や生活課題に

合わせた学習形態で授業に取り組んでおります。今年

度からＡ組の授業を受けもっていただける講師の先

生方の授業も本格的に開始しています。教材を工夫し

て頂いたり、授業展開を工夫して頂いたりしているの

で、生徒の成長が見受けられます。交流学級の授業で

は、教科担当の先生のきめ細やかなご配慮があり、楽

しく授業に参加できています。 
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現在、学校の「学び」が変わろうとしています。これは、生徒がこれから

の未来社会に向けて、社会の大きな変化に対応できる力を身に付けてほしい

からです。その学びで大切なことは、まず自らしっかり自分の考えをもつこ

と、そして仲間と話し合いながら自分の考えをさらに深めていくことです。

学習指導要領に示されている目標や内容は、生きて働く「知識及び技能」、

正解のない未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」、学ん

だことを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力、人間性等」となっ

ており、このような力を生徒は身に付けていく必要があると言われていま

す。この目標や内容を踏まえて、評価の観点にもなっています。 

「なんでなんだろう？」「どうしてなのだろう？」と知的好奇心や探究心

を全開にすると「ワクワク」するというゾーンに入ります。中学生は、もと

もと知的好奇心が旺盛で、どんなことでも楽しむ「天才」であると言われて

います。知的好奇心や探究心を働かせることで「学び」を楽しんでほしいと

思います。「学び」を楽しむことができるようになると、「学び」と「遊び」

との境界線がなくなり「夢中」になることで「ワクワク」し、集中力や記憶

力が飛躍的にアップします。 

新たな発見を繰り返しながら、「ワクワク」する「学び」を目指して、生

徒たちの夢を叶えていってほしいと願っています。 

生徒総会 
５月９日（火）に、

生徒総会を実施し

ました。今年度は全

校生徒が集まり、討

議に参加すること

ができました。 


